
■対象区域の概要
・対象：熊本県荒尾市（南新地地区）
・人口：約5万人 ・面積：57.37㎢

※南新地地区にて土地区画整理事業(南新地
地区ウェルネス拠点整備事業)が進行中
※有明海沿岸道路の延伸、及び荒尾北IC(仮
称)が新設予定

■対象区域のビジョン

（目指すべきまちの姿）

荒尾ウェルビーイングスマートシティ（あらおスマートシティ推進協議会） １
さりげないセンシングと日常人間ドック、再生可能エネルギーの活用と蓄電池・EVの連携制御によるエネルギーの地産地消、オンデマン
ド相乗りタクシーなどの自治体MaaS、パーソナルデータを集中管理ではなく個人管理で安心安全に利活用できるパーソナルデータエコ
システムによる横串連携など、多様な先進技術の連携により、住民が最先端のウェルビーイング（心身ともに健康で幸せな状態）を享
受できる快適未来都市にする。また南新地地区をリビングラボと位置付け、ニューノーマル時代の新サービス創出拠点を目指す。

■本事業全体の概要
位置図

様式１

南新地地区ウェルネス拠点 34.5ha
土地区画整理事業実施中

＜南新地地区ウェルネス拠点＞

道の駅 温浴施設 子育て支援施設 アウトドア施設 住宅 公園

＜荒尾ウェルビーイングスマートシティ＞

データ利活用

ヘルスケア モビリティエネルギー ＋α

さりげないセンシング

と日常人間ドック
「日常の計測→健康に関する分析

→自身/家族と共有」のコンセプトを

ベースにした健康寿命延伸に繋がる

各種ヘルスケアサービス

自治体MaaS
AIとスマホの活用により

運行の効率化を実現し

たオンデマンド相乗りEV

タクシー(地域で発電し

た電力を利用)

パーソナルデータエコシステム
パーソナルデータの安心安全な利活用による

マッチング促進・各種サービス質向上 等

行政手続きのデジタル化

スマホアプリを用いた乳幼児健診手続き 等

エネルギーの

地産地消
太陽光パネル/蓄電池/EVの連携

制御による再生可能エネルギー利

活用マネジメントサービス

・・・
・
・・

・
・・

・・・

荒尾市民・来訪者・地域事業者

・・・

連携

南新地地区にてR6年の街びらきに向け施設開発を検討中の土地区画
整理事業で、各種スマートサービス実装の中心拠点にしていく想定

ウェルビーイングのコンセプトに基づく各種スマートシティサービスを
創出し、荒尾市に実装するためのプロジェクト

防災・見守り

顔認証による避難
所逃げ遅れ管理
・行動見守り

避難行動要支援者の避難状況

確認など、避難者にとって安全安

心な環境づくり、児童の登下校

状況をリアルタイムに把握できると

共に、不審者検知
・
・・

生体認証の都市OSへのシステム連携
顔情報を共通機能・共有データとすることで、

一度の顔情報登録で複数のサービス利用を可能とする



荒尾ウェルビーイングスマートシティ（あらおスマートシティ推進協議会） ２
運営体制スマートシティの目標(KPI)

導入技術

あらおスマートシティ推進協議会

＜正会員＞

荒尾市

JTB総合研究所

三井物産

有明エナジー

グローバルエンジニアリング

NTTドコモ

NECソリューションイノベータ

UR都市機構

＜アドバイザー会員＞

東京大学

COI東北拠点

（東北大学）

＜サポート会員＞

ITID

南新地地区

ウェルネス拠点

開発事業

地域の組織/団体

・商工会議所

・医師会

・金融機関 等

(１)さりげないセンシングと日常人間ドック
COI東北拠点（東北大学）

(２)パーソナルデータエコシステム
東京大学

(３)エネルギー地産地消×自治体MaaS
三井物産、有明エナジー、グローバルエンジニアリング

センサー群を埋め込み、市民・来
訪者が健康の重要性に気づき、
交流と健康増進が図れるシステム
を目指す。従来のセンサーの「はか
る」→「わかる」から一歩進め、「おく
る」という仕組みで、計測される本
人だけでなく、家族等の他者にもデ
ータが届く仕組みへ。

再生可能エネルギーの域内活用と蓄電池・EV等との連携、
群制御による地域エネルギーマネジメントシステムの構築によ
る自立的なエネルギーの地産池消・災害に強い電力インフラ
システムへ。公共交通に加えてオンデマンド相乗りタクシーやシ
ェアリング型電動キックボード、自動運転循環バス等、あらゆ
る人が快適に移動できる最適な交通モードの構築を目指す。

パーソナルデータを集中管理ではなく、各個人に集約し分散
管理するPLR(Personal Life Repository)の仕組みによ
り、パーソナルデータを本人の同意範囲に基づき安全に管理
しつつ、①個人のニーズとサービスのマッチング促進、②個人
向けサービスの質向上(一次利用)、③多数のパーソナルデ
ータを収集し統計分析や機械学習へ活用、等を目指す。

引用：和賀巌,末永智一「さりげないセンシングと日常人間ドックで実現する自助と共助の社会創生拠点」 (2020)
引用：橋田浩一・東京大学,明治大学,文教大学,理化学研究所
「パーソナルデータエコシステムの社会受容性に関する研究」(2019)

（現時点で計画中の導入技術であり今後追加の可能性あり）
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1. 切れ目のない充実した

子育て環境をつくる

2. 誰もがつながりを持ち、

健康でいきいきとした暮らしをつくる

3. 雇用の確保と所得の向上で

安定した暮らしをつくる

4. あらおファンを増やすとともに、

移住しやすい環境をつくる

5. 先進的で持続可能なまちをつくる

合計特殊出生率

荒尾市で子育てをしたい

と思う市民の割合

平均自立期間

何らかの地域活動に

参加している市民の割合

市内の従業者数

１人あたりの市町村民所得

あらおファンの人数

本市への転入者数

荒尾市が暮らしやすいと

感じている市民の割合

[R1]        [R7]
男性 : 78.9年 → 79.5年
女性 : 83.8年 → 84.4年

[R1]            [R7]
43.1人/ha → 42.3人/ha

[R1]       [R7]
65.3% → 70.0%

[R1]   [R7]
1.95 → 2.0

[R1]        [R7]
42.1% → 75.0%

[H28]         [R6]
15,011人 → 15,000人

[H29]          [R5]
2,188千円 → 2,257千円

居住誘導区域内人口密度

[R1]         [R7]
1,170人 → 3,000人

[R1]         [R7]
1,750人 → 2,000人

[R1]        [R7]
71.8% → 80.0%

血流動態センシング(イメージ)

ウェルビーイングミラー(イメージ)



荒尾ウェルビーイングスマートシティ（あらおスマートシティ推進協議会） ３
ビジネスモデル スケジュール
●南新地地区ウェルネス拠点整備事業との連携
南新地地区では、旧荒尾競馬場跡地を含む34.5haの広大な土地区画整理事業(南新地ウェ
ルネス拠点事業)の開発、有明海沿岸道路の延伸に伴う荒尾北IC(仮称)の新設が予定されて
おり、将来的には新しい人の流れを生む見込みである。ウィズコロナ・アフターコロナを踏まえた新し
いスマートシティ機能を、この南新地地区に埋め込み、新しいリビングラボとして運営することで、ニュ
ーノーマルの世界における市民や来訪者に求められるサービスを創出し収益事業化を目指す。

●エリアマネジメント組織による事業のトータルマネジメント
南新地地区を中心にエリアマネジメントを行う専任組織を組成し、エリアの魅力向上・価値向
上のための各種活動を行いながら、日本版BIDの活用や自主事業の創出等も視野に入れて、
資金獲得のスキームを構築する予定。同時に、各種のスマートシティ事業をバラバラに運営する
のではなく、全体俯瞰し横断的にトータルマネジメントする機能を持たせることで、各スマートシテ
ィサービスの収益事業化を追求しつつ、サービス間連携による相乗効果の創出、事業リスクの分
散を図りながら、持続可能なエコシステムの形成を目指す。

荒尾ウェルビーイングスマートシティは、R７年度末の街びらきに向け土地区画整理事業を
進めている南新地地区ウェルネス拠点を中心地として実装していくことを予定している。故に
、南新地地区ウェルネス拠点における各種の施設開発・事業開発、エリアマネジメント準備
と密に連携しながら検討を進め、R７年度末に本格的な事業開始を目指す。それまでの期
間は、荒尾市内において先行的に、各分野で計画しているサービスの実証実験（
PoC/PoB）及び実装を段階的に進めていく。
また、荒尾ウェルビーイングスマートシティは「ヘルスケア」「エネルギー」「モビリティ」「データ利

活用」「防災/セキュリティ・見守り」の分野間で、データの相互活用や連携サービスの創出な
ど、各分野の掛け合わせによる相乗効果を目指しており、分野間で連携しながら検討を進
める。また、並行して、各分野の取組を横断的に全体俯瞰しながら、データプラットフォーム
構想を具体化検討し、段階的に環境構築及び実装を進めていく。



荒尾ウェルビーイングスマートシティ（あらおスマートシティ推進協議会） ４

 まちの将来像・ビジョン

荒尾市で今後想定される問題

人口のさらなる減少によって・・・

取り組む課題（重点戦略）

１. 切れ目のない充実した子育て環境をつくる

２. 雇用の確保と所得の向上で安定した暮らしをつくる

３. 誰もがつながりを持ち、健康でいきいきとした暮らしをつくる

４. あらおファンを増やすとともに、移住しやすい環境をつくる

５. 先進的で持続的なまちをつくる

南新地ウェルネス拠点整備事業
（競馬場跡地の再開発事業）

スマートシティ事業
（ヘルスケア+エネルギー+モビリティ＋α）

重点施策

…

ニューノーマル時代への適応

現金からキャッシュレスへ
テイクアウト・デリバリーのさらなる発展

近場、自然、静かな場所へ旅行

健康意識、衛生意識
イエナカ充実志向、節約志向
非三密、アウトドア活動増

家族第一志向
好きな地に居住

オンライン会議
リモートワーク使い分け

ワーケーション浸透
ワークライフバランス

生活
働き方

消費

・・・

賑わいの低下 産業の担い手不足

空き家増加

地域経済衰退

子育て環境悪化 交通機能低下

・・・

医療費の高騰

家事

支度 託児 出勤

夜間

在宅
外出

仕事

買物

家族コミュニケーション

スマートごみ回収があるから
ごみ出しが楽で環境にも良い

ウェルビーイングミラーに映るだけで、毎日
の健康状態が分かり、お勧めの行動を教え
てくれるので、健康に良い行動を心がける※赤字は感染症対策

自動運転車がこどもの送り迎えをして
くれて便利。場所もわかるし車内をカ
メラでいつでも見られるから安心。

駅まで乗り捨て可能な電動キックボード
があるからクルマが無くても困らない。
CO2排出しないから環境にも良い。

ウェルビーイングミラーとPLRで、職
場で毎日自動的に健康状態が管理
されるから、感染症拡散を抑制でき、
コロナ禍でも過剰に自粛せずに済む

行政手続きのデジタル化で
、役所手続きの手間がかか
らず便利。わざわざ行かなく
て良いから密を回避できる

オンデマンド相乗りタクシー
があるから運転できなくても
移動に困らない。感染症対
策もされているから安心。

家族でお風呂

温浴施設に行って血流動
態センサー付きバンドを付け
れば健康への気付きがある

自動運転車だから塾や部活の
送り迎えが不要。EVで排ガス
が出ないから環境にも優しい

スーパーやコンビニのレジが無人
だから、ストレスなく買い物ができ

、密も回避できる

V2Hで電気代を節約できて環境にも良い
停電や災害時の備えにもなり安心

さりげないセンシングと日常人間
ドックにより、一人暮らしの親の健

康状態が分かるから安心

自治体RE100
エネルギーの地産地消で環境

にやさしい持続可能なまち

学校
ウェルビーイングミラー
で、学校での子供の
心の健康管理がされ
ているから親は安心

ウェルビーイングミラーと
PLRで、病院の受付が自動
化されスムーズ。非接触なの

で感染症も安心

病院

市役所

子供の送り迎え食事

ウェルビーイングミラーとPLRで、体調にあっ
た食事と荒尾のお勧めのお店を教えてくれるか
ら、健康的な食生活。地域のお店も潤う。

さりげない感情センシングにより、仕事中の心
の健康状態を把握できるから、テレワーク環境

化でも会社は社員の健康を管理できる


